




N
o
.

研
究

課
題

校
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学
校

名
学

校
に

お
け

る
研

究
課

題
中

心
的

に
取

扱
う

題
材

等
学

年
教

科
等

―
　

平
成

２
３

年
度

　
―

都
道

府
県

名

　
伝

統
文

化
教

育
実

践
研

究
　

各
研

究
指

定
校

の
研
究
課
題
等
　

我
が

国
の

伝
統

音
楽

の
理

解
の

た
め

の
基

本
概

論
や

基
本

的
な

演
習

（
和

太
鼓

・
笛

・
筝

な
ど

）
第

１
学

年
音

楽
Ⅰ

我
が

国
の

伝
統

的
な

歌
唱

法
の

習
得

（
民

謡
・

詩
吟

な
ど

）
第

２
学

年
（

選
択

者
）

音
楽

Ⅱ

我
が

国
の

伝
統

楽
器

で
あ

る
三

味
線

の
基

本
概

論
や

演
習

第
２

学
年

（
選

択
者

）
演

奏
法

我
が

国
の

伝
統

楽
器

で
あ

る
篠

笛
の

概
論

や
演

奏
技

術
の

向
上

第
２

学
年

（
選

択
者

）
総

合
的

な
学

習
の

時
間

和
太

鼓
や

笛
・

踊
り

・
唄

な
ど

の
表

現
技

術
の

向
上

全
学

年
部

活
動

（
和

太
鼓

部
）

野
島

盆
口

説
き

小
・

中
全

学
年

道
徳

特
別

活
動

総
合

的
な

学
習

の
時

間

野
島

太
鼓

小
・

中
全

学
年

音
楽

特
別

活
動

総
合

的
な

学
習

の
時

間

そ
の

他
の

地
域

文
化

（
注

連
縄

，
凧

作
り

）
小

・
中

全
学

年
国

語
．

図
画

工
作

，
美

術
，

特
別

活
動

総
合

的
な

学
習

の
時

間

商
業

科
　

第
２

学
年

　
第

３
学

年

商
品

と
流

通
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

食
物

科
　

第
２

学
年

　
第

２
・

３
学

年

調
理

課
題

研
究

福
祉

科
　

第
１

学
年

介
護

実
習

「
伝

統
芸

能
継

承
活

動
」

○
獅

子
舞

○
玉

川
太

鼓
○

龍
岡

万
歳

第
２

・
３

学
年

総
合

的
な

学
習

の
時

間

「
ぬ

か
袋

で
校

舎
を

磨
く

活
動

」
全

学
年

家
庭

学
校

行
事

3
3

3
9

高
知

県

我
が

国
の

伝
統

文
化

を
尊

重
す

る
児

童
の

育
成

～
特

別
活

動
の

実
践

に
よ

り
，

学
校

・
地

域
の

活
性

化
を

図
る

～
1

い
の

町
立

神
谷

小
学

校

我
が

国
の

伝
統

文
化

を
尊

重
す

る
児

童
の

育
成

～
特

別
活

動
の

活
動

を
通

し
て

～
特

別
活

動
（

ク
ラ

ブ
活

動
）

に
お

い
て

，
平

成
2
1
年

度
に

改
編

し
た

落
語

・
日

本
舞

踊
・

和
太

鼓
・

和
楽

器
・

武
道

の
五

つ
の

ク
ラ

ブ
を

継
続

さ
せ

て
，

全
校

児
童

を
対

象
と

し
て

伝
統

文
化

に
親

し
ま

せ
る

。
ま

た
，

総
合

的
な

学
習

の
時

間
等

と
も

連
携

し
我

が
国

の
伝

統
文

化
へ

の
理

解
を

図
る

。
さ

ら
に

，
こ

の
活

動
を

通
じ

て
自

尊
感

情
の

育
成

や
地

域
と

の
協

働
体

制
の

強
化

も
図

っ
て

い
く

。

落
語

･
日

本
舞

踊
・

和
太

鼓
・

和
楽

器
･
武

道
（

上
記

か
ら

選
択

し
，

い
ず

れ
か

に
１

年
間

所
属

す
る

）
全

学
年

特
別

活
動

（
ク

ラ
ブ

活
動

）

和
装

や
礼

法
等

の
体

験
学

習
第

５
学

年
総

合
的

な
学

習
の

時
間

筑
紫

の
歴

史
の

探
究

学
習

第
６

学
年

総
合

的
な

学
習

の
時

間

広
島

県

3
4

藍
染

の
活

用

１
 
地

域
の

伝
承

活
動

に
親

し
み

，
理

解
を

深
め

，
継

承
し

よ
う

と
す

る
態

度
を

養
う

指
導

方
法

に
つ

い
て

研
究

を
深

め
る

。
２

 
「

ぬ
か

袋
」

を
作

成
し

校
舎

を
磨

く
こ

と
に

よ
り

，
日

本
の

伝
統

文
化

の
よ

さ
や

特
色

に
気

付
き

，
人

や
物

を
大

切
に

す
る

心
情

を
育

て
る

指
導

法
に

つ
い

て
研

究
す

る
。

３
 
「

ぬ
か

袋
」

で
校

舎
を

磨
く

活
動

を
他

校
で

も
活

用
で

き
る

方
法

に
つ

い
て

研
究

を
深

め
る

。

藍
染

め
工

芸
品

の
製

作

我
が

国
の

伝
統

文
化

を
尊

重
し

て
い

く
態

度
を

培
う

学
習

活
動

の
工

夫
～

和
装

や
礼

法
等

の
体

験
的

活
動

を
通

し
て

～

生
活

文
化

科
　

第
３

学
年

伝
統

工
芸

ア
パ

レ
ル

ア
ー

ト

今
治

市
立

玉
川

中
学

校

4
0

福
岡

県
和

装
や

礼
法

の
伝

統
文

化
に

触
れ

る
体

験
活

動
を

通
し

て
，

我
が

国
の

文
化

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
，

伝
統

と
文

化
を

尊
重

す
る

態
度

を
育

て
る

。
1

筑
紫

野
市

立
原

田
小

学
校

3
1

3
6

徳
島

県

・
我

が
国

の
伝

統
文

化
に

関
す

る
教

育
に

つ
い

て
，

教
育

課
程

へ
の

位
置

付
け

や
，

伝
統

や
文

化
に

生
徒

が
触

れ
る

機
会

を
充

実
す

る
た

め
の

指
導

方
法

や
教

材
に

つ
い

て
の

実
践

研
究

を
行

う
。

・
地

域
の

特
性

を
生

か
し

た
外

部
人

材
と

の
連

携
を

図
る

体
制

づ
く

り
に

つ
い

て
の

研
究

を
行

う
。

1

3
2

3
8

愛
媛

県

○
　

体
験

を
重

視
し

た
地

域
の

伝
承

活
動

を
充

実
さ

せ
る

教
育

課
程

の
編

成
や

指
導

内
容

，
指

導
方

法
等

の
改

善
等

に
つ

い
て

研
究

を
深

め
る

。
○

　
外

部
人

材
と

の
効

果
的

な
連

携
を

図
る

体
制

作
り

や
そ

の
指

導
方

法
等

に
つ

い
て

研
究

す
る

。
○

　
研

究
の

成
果

を
，

他
校

，
他

地
域

で
の

取
り

組
み

に
生

か
し

て
い

く
た

め
の

効
果

的
な

普
及

，
啓

発
方

法
に

つ
い

て
研

究
す

る
。

1

地
域

や
伝

統
，

文
化

を
踏

ま
え

た
教

育
の

推
進

地
域

や
伝

統
，

文
化

に
対

す
る

理
解

を
深

め
，

自
ら

に
生

か
し

，
ふ

る
さ

と
へ

の
誇

り
と

愛
着

を
も

ち
な

が
ら

，
継

承
し

発
展

さ
せ

よ
う

と
す

る
心

や
態

度
の

育
成

1
防

府
市

立
野

島
小

・
中

学
校

豊
か

な
人

間
性

と
た

く
ま

し
い

実
践

力
を

育
て

る
伝

統
文

化
教

育

音
楽

科
に

お
け

る
我

が
国

の
伝

統
音

楽
の

指
導

・
普

及
に

関
す

る
研

究
（

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
関

す
る

教
育

を
音

楽
科

の
指

導
計

画
に

位
置

付
け

実
施

し
，

そ
こ

で
得

た
知

識
や

経
験

に
基

い
た

発
表

を
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
，

成
果

と
課

題
を

検
証

す
る

。
そ

し
て

，
そ

れ
ら

を
校

外
に

情
報

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
本

県
及

び
我

が
国

の
音

楽
教

育
の

充
実

に
資

す
る

。
）

徳
島

県
立

小
松

島
西

高
等

学
校

１
 
伝

統
文

化
へ

の
興

味
・

関
心

，
理

解
を

深
め

，
実

生
活

の
関

連
を

考
え

る
視

点
の

育
成

の
実

践
研

究
２

「
藍

染
め

」
学

習
か

ら
，

広
く

伝
統

文
化

全
体

を
尊

重
す

る
態

度
へ

一
般

化
す

る
工

夫
の

実
践

研
究

３
 
外

部
人

材
の

活
用

を
含

め
，

継
続

的
な

活
動

へ
つ

な
げ

る
た

め
の

指
導

方
法

計
画

，
教

材
等

の
整

理

音
楽

科
に

お
け

る
我

が
国

の
伝

統
音

楽
の

指
導

・
普

及
に

関
す

る
研

究
（

我
が

国
の

伝
統

音
楽

に
関

す
る

教
育

を
音

楽
科

の
指

導
計

画
に

位
置

付
け

て
実

施
し

，
そ

こ
で

得
た

知
識

や
経

験
に

基
い

た
発

表
を

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

，
成

果
と

課
題

を
検

証
す

る
。

そ
し

て
，

そ
れ

ら
を

校
外

に
情

報
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

本
県

及
び

我
が

国
の

音
楽

教
育

の
充

実
に

資
す

る
。

）

4
広

島
県

立
湯

来
南

高
等

学
校

 
 

2
9

3
0

3
5

山
口

県

3
4
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け
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研

究
課

題
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的

に
取

扱
う

題
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等
学
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科
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平
成
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３
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度
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道

府
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名
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研

究
指

定
校

の
研
究
課
題
等
　

１
年

「
が

っ
こ

う
の

た
か

ら
も

の
」

（
４

－
（

１
）

）
２

年
「

早
く

お
ど

り
た

い
な

」
（

４
－

（
４

）
）

３
年

「
福

岡
の

鹿
踊

・
剣

舞
」

（
４

－
（

５
）

）
４

年
・

５
年

「
鹿

踊
・

剣
舞

」
「

石
川

さ
ん

の
唄

」
（

４
－

（
５

）
）

６
年

 
「

伝
統

を
引

き
継

ぐ
心

」
（

４
－

（
７

）
）

全
学

年
道

徳
（

一
部

，
生

活
）

・
低

中
学

年
に

お
い

て
は

，
高

学
年

時
に

踊
る

鹿
踊

・
剣

舞
の

日
常

の
活

動
の

見
学

や
，

保
存

会
の

先
生

方
の

指
導

，
ま

た
６

年
児

童
の

指
導

の
見

学
。

・
高

学
年

児
童

は
，

「
鹿

踊
・

剣
舞

」
の

実
技

や
歴

史
の

理
解

を
通

し
て

，
「

伝
統

と
ふ

る
さ

と
」

に
つ

い
て

考
え

る
。

第
１

・
２

学
年

第
３

～
６

学
年

生
活

総
合

的
な

学
習

の
時

間

礼
法

（
教

育
活

動
の

核
に

据
え

る
）

全
学

年
道

徳
教

育
活

動
全

体

一
行

詩
（

俳
句

）
今

月
の

詩
全

学
年

国
語

教
育

活
動

全
体

日
本

の
遊

び
剣

玉
，

お
は

じ
き

，
は

ね
つ

き
，

た
こ

あ
げ

，
あ

や
と

り
な

ど
，

主
に

体
を

使
っ

た
日

本
の

遊
び

に
親

し
む

第
１

学
年

生
活

日
本

の
語

り
か

る
た

，
百

人
一

首
，

昔
話

な
ど

の
語

り
な

ど
，

言
語

を
通

し
た

遊
び

に
親

し
む

第
２

学
年

国
語

生
活

日
本

の
道

具
ざ

し
き

ほ
う

き
や

，
竹

ぼ
う

き
，

う
ち

わ
や

は
た

き
な

ど
，

日
本

の
風

土
や

生
活

様
式

に
合

っ
た

道
具

を
見

直
し

ル
ー

ツ
を

探
る

第
３

学
年

国
語

社
会

総
合

的
な

学
習

の
時

間

日
本

の
調

べ
太

鼓
や

琴
，

し
の

ぶ
え

，
尺

八
，

三
味

線
な

ど
和

楽
器

の
種

類
や

音
色

に
ふ

れ
，

演
奏

し
た

り
，

音
楽

を
奏

で
た

り
す

る

第
４

学
年

音
楽

総
合

的
な

学
習

の
時

間

日
本

の
結

び
水

引
や

正
月

飾
り

，
組

み
ひ

も
，

風
呂

敷
の

活
用

な
ど

日
本

の
「

結
び

」
を

発
見

し
体

験
す

る
第

５
学

年
社

会
家

庭
科

総
合

的
な

学
習

の
時

間

日
本

の
こ

こ
ろ

茶
道

を
通

し
て

，
書

道
や

華
道

の
結

び
つ

き
を

探
り

，
わ

び
さ

び
の

世
界

に
ひ

た
り

日
本

人
の

心
に

迫
る

第
６

学
年

社
会

家
庭

科
総

合
的

な
学

習
の

時
間

茶
道

第
５

・
６

学
年

特
別

支
援

学
級

総
合

的
な

学
習

の
時

間

箏
第

４
学

年
第

５
・

６
学

年
音

楽
総

合
的

な
学

習
の

時
間

昔
話

，
百

人
一

首
や

和
歌

・
俳

句
全

学
年

国
語

総
合

的
な

学
習

の
時

間
朝

の
読

み
聞

か
せ

む
か

し
あ

そ
び

第
１

学
年

音
楽

総
合

的
な

学
習

の
時

間
特

別
活

動

本
郷

囃
子

全
学

年
行

事
の

時
間

日
本

の
伝

統
文

化
の

す
ば

ら
し

さ
を

体
験

的
，

探
求

的
に

学
ぶ

指
導

計
画

の
作

成
～

地
域

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

連
携

し
，

日
本

の
伝

統
文

化
に

ふ
れ

る
学

習
環

境
作

り
と

横
浜

の
時

間
の

研
究

を
通

し
て

～

3
7

5
3

横
浜

市
我

が
国

の
伝

統
文

化
の

よ
さ

を
感

じ
取

る
教

育
の

充
実

に
関

す
る

実
践

的
研

究
1

横
浜

市
立

大
鳥

小
学

校

3
6

5
1

千
葉

市
学

習
指

導
要

領
に

示
す

各
教

科
等

の
目

標
・

内
容

を
踏

ま
え

，
我

が
国

の
伝

統
や

文
化

に
関

す
る

学
習

を
教

育
課

程
上

適
切

に
位

置
付

け
る

。
1

千
葉

市
立

磯
辺

第
二

小
学

校
伝

え
合

い
，

認
め

合
い

，
高

め
合

う
児

童
の

育
成

―
日

本
の

こ
こ

ろ
を

受
け

止
め

て
―

3
5

4
9

仙
台

市
地

域
に

伝
わ

る
伝

統
文

化
を

尊
重

し
，

心
豊

か
な

児
童

生
徒

の
育

成
を

図
る

1
仙

台
市

立
福

岡
小

学
校

地
域

に
伝

わ
る

伝
統

文
化

の
学

習
を

通
し

て
,
 
ふ

る
さ

と
を

愛
し

，
心

豊
か

な
児

童
の

育
成

～
民

俗
芸

能
「

鹿
踊

・
剣

舞
」

を
取

り
入

れ
た

学
習

を
通

し
て

～
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N
o
.

研
究

課
題

校
数

学
校

名
学

校
に

お
け

る
研

究
課

題
中

心
的

に
取

扱
う

題
材

等
学

年
教

科
等

―
　

平
成

２
３

年
度

　
―

都
道

府
県

名

　
伝

統
文

化
教

育
実

践
研

究
　

各
研

究
指

定
校

の
研
究
課
題
等
　

茶
道

・
生

け
花

狂
言

短
歌

第
６

学
年

国
語

和
菓

子
第

６
学

年
家

庭

京
料

理
第

５
・

６
学

年
家

庭

箔
押

し
第

５
学

年
総

合
的

な
学

習
の

時
間

友
禅

染
第

４
学

年
社

会
総

合
的

な
学

習
の

時
間

陶
芸

全
学

年
図

工

そ
ろ

ば
ん

第
２

・
３

学
年

部
活

動

3
9

1
大

阪
市

立
高

津
小

学
校

国
立

文
楽

劇
場

に
出

演
さ

れ
て

い
る

三
世

桐
竹

勘
十

郎
さ

ん
を

は
じ

め
，

太
夫

・
三

味
線

・
人

形
遣

い
の

技
芸

員
の

方
か

ら
人

形
浄

瑠
璃

文
楽

の
指

導
を

受
け

，
優

れ
た

伝
統

芸
能

が
持

つ
魅

力
や

感
動

を
受

け
継

ぐ
。

さ
ら

に
，

こ
の

取
組

を
進

め
る

こ
と

で
，

「
地

域
で

学
び

，
地

域
で

育
ち

，
地

域
を

愛
す

る
」

子
ど

も
を

育
て

る
。

二
人

三
番

叟

鬼
一

法
眼

三
略

巻
～

五
条

橋
の

段
～

第
６

学
年

総
合

的
な

学
習

の
時

間
国

語
音

楽

「
日

本
の

ふ
し

」
と

能
楽

第
５

・
６

学
年

音
楽

「
室

町
時

代
の

町
人

文
化

」
と

能
楽

第
６

学
年

社
会

「
む

か
し

か
ら

つ
た

わ
る

も
の

」
生

國
魂

神
社

第
３

学
年

社
会

能
楽

第
３

・
５

学
年

総
合

的
な

学
習

の
時

間

「
ひ

ろ
し

ま
学

」
上

田
宗

箇
流

茶
道

第
２

学
年

総
合

的
な

学
習

の
時

間

「
広

島
の

伝
統

文
化

」
第

２
学

年
道

徳

平
成

２
３

年
度

　
実

施
計

画
書

よ
り

児
童

が
学

校
教

育
の

中
で

わ
が

国
に

伝
わ

る
能

楽
に

ふ
れ

た
り

，
能

楽
に

対
す

る
認

識
を

深
め

た
り

す
る

機
会

を
充

実
す

る
た

め
の

指
導

計
画

等
の

作
成

に
つ

い
て

の
研

究

4
1

6
4

広
島

市
伝

統
文

化
に

関
す

る
教

育
に

つ
い

て
の

教
育

課
程

上
の

位
置

付
け

及
び

指
導

方
法

の
実

践
研

究
1

広
島

市
立

安
佐

北
中

学
校

我
が

国
の

伝
統

文
化

を
尊

重
す

る
態

度
を

は
ぐ

く
み

，
規

範
意

識
を

基
盤

と
し

た
品

格
を

培
う

指
導

計
画

の
作

成
及

び
指

導
方

法
の

研
究

－
「

和
の

心
」

を
大

切
に

し
た

茶
道

の
学

習
を

通
し

て
－

6
0

大
阪

市

「
伝

統
文

化
を

尊
重

す
る

雰
囲

気
を

涵
養

す
る

教
育

の
推

進
」

・
我

が
国

の
伝

統
文

化
に

関
す

る
学

習
指

導
に

つ
い

て
，

指
導

内
容

・
指

導
方

法
・

教
育

課
程

上
の

位
置

づ
け

等
に

関
す

る
実

践
研

究
を

行
う

。

4
0

2
大

阪
市

立
生

魂
小

学
校

3
8

5
9

京
都

市

歴
史

都
市

・
京

都
の

地
域

性
を

生
か

し
た

伝
統

や
文

化
，

芸
術

，
産

業
等

へ
の

理
解

を
深

め
，

そ
の

素
晴

ら
し

さ
を

伝
え

て
い

こ
う

と
す

る
心

情
や

態
度

を
育

て
る

。

1
京

都
市

立
洛

中
小

学
校

伝
統

文
化

に
関

わ
る

体
験

活
動

を
通

し
て

創
造

力
・

表
現

力
や

感
謝

の
心

を
育

成
す

る

第
６

学
年

社
会
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７ 学習指導実践研究協力校事業
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学習指導実践研究協力校事業実施要項

平成２３年３月２９日 国立教育政策研究所長決定

１ 趣旨

幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び中等教育学校（以下「学校」という。）にお

ける学習指導について，指導上の課題や困難がみられる内容等に関する優れた実践等を

検証し，その成果を広く普及し，もって学校における学習指導の改善充実に資する。

２ 研究協力校の委嘱，実践研究の実施等

（１）国立教育政策研究所（以下「研究所」という。）は，一般に指導上の課題や困難が

みられる内容等に関する学習指導について，優れた取組を既に行っている若しくは実

践を計画している学校，又は地域のボランティアを活用し効果的な指導を行っている

学校を「学習指導実践研究協力校」（以下「研究協力校」という。）として実践研究へ

の協力を委嘱する。

（２）研究所は，参観その他の方法により，学習指導（単元等や１単位時間の授業の展開，

指導方法，教材の工夫等）に関する研究協力校の優れた実践を検証し，あるいは研究

協力校に改善方策を提案・助言してその実践の成果を検証する。

（３）原則として，委嘱期間は１年間とし複数の内容（単元等）について実践研究を行う

ものとする。ただし，実践研究の必要に応じて同一学校に再委嘱することができる。

また，研究協力校の数は年度ごとに予算の範囲内で決定するものとする。

３ 成果のとりまとめ及び普及

（１）研究協力校においては，実践の具体的内容やその成果を示す指導案その他の資料を

研究所に提供するものとする。その際，特に写真，ワークシート等の資料については，

幼児児童生徒の個人情報等に十分留意するものとする。

（２）研究所は，本事業の研究成果をとりまとめ，書籍，インターネットその他の媒体に

より公表し，広く普及を図るものとする。また，それらを国立国会図書館が一般に提

供することを許諾することができるものとする。

４ その他

研究所は，研究協力校における実践研究への協力に伴う経費は原則として支出しない。

ただし，研究所が適当と認める経費については，予算の範囲内で支出するものとする。

附 則

この実施要項は，平成２３年４月１日から施行する。
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【幼稚園】

No. 都道府県・指定都市名 研究協力校名

1 東京都 北区立うめのき幼稚園

2 東京都 新宿区立大久保幼稚園

【小学校】

No. 都道府県・指定都市名 研究協力校名

1 千葉県 習志野市立大久保小学校

2 横浜市 横浜市立並木中央小学校

3 社会 東京都 千代田区立番町小学校

4 算数 東京都 武蔵野市立第三小学校

5 東京都 北区立梅木小学校

6 東京都 新宿区立大久保小学校

7 東京都 板橋区立蓮根小学校

8 東京都 渋谷区立本町東小学校

9 東京都 新宿区立花園小学校

10 東京都 墨田区立業平小学校

11 東京都 目黒区立五本木小学校

12 東京都 多摩市立豊ヶ丘小学校

13 東京都 国立大学法人筑波大学附属小学校

14 家庭 東京都 豊島区立南池袋小学校

15 体育 保健領域 横浜市 横浜市立本牧小学校

16 道徳 東京都 葛飾区立本田小学校

17 埼玉県 戸田市立新曽北小学校

18 東京都 足立区立五反野小学校

19 東京都 品川区立小山台小学校

20 東京都 世田谷区立山野小学校

21 東京都 目黒区立原町小学校

22 さいたま市 さいたま市立文蔵小学校

【中学校】

No. 都道府県・指定都市名 研究協力校名

1 国語 東京都 新宿区立四谷中学校

2 地理的分野 東京都 練馬区立光が丘第一中学校

3 歴史的分野 東京都 台東区立上野中学校

4 公民的分野 東京都 墨田区立本所中学校

5 千葉県 八千代市立睦中学校

6 横浜市 横浜市立金沢中学校

7 東京都 大田区立南六郷中学校

8 東京都 江東区立亀戸中学校

9 体育分野 埼玉県 羽生市立西中学校

10 保健分野 東京都 葛飾区立新小岩中学校

11 技術分野 栃木県 佐野市立北中学校

12 家庭分野 埼玉県 加須市立大利根中学校

13 埼玉県 戸田市立新曽中学校

14 東京都 足立区立第十一中学校

15 横浜市 横浜市立西金沢中学校

16 特別活動 東京都 東大和市立第四中学校

学習指導実践研究協力校一覧
ー　平成２３年度　ー

音楽

図画工作

国語

教科等

教科等

生活
総合的な学習の時間

教科等

数学

特別活動

外国語

外国語活動

美術

技術・家庭

保健体育

社会
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８ 学力把握実践研究協力校事業
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学力把握実践研究協力校事業実施要項

平成２３年３月２９日 国立教育政策研究所長決定

１ 趣旨

幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び中等教育学校（以下「学校」という。）にお

いて，通常の学力調査のみでは把握が困難な内容等について，学習の実現状況を幼児児

童生徒が学習に取り組む様子の観察を通して把握し，もって学校における指導や評価の

改善充実及び教育課程の基準の改善に資する。

２ 研究協力校の委嘱，実践研究の実施等

（１）国立教育政策研究所（以下「研究所」という。）は，地域や学校規模その他を考慮

して適切な学校を選定し，「学力把握実践研究協力校」（以下「研究協力校」という。）

として実践研究への協力を委嘱する。

（２）研究所は，通常の学力調査のみでは学習の実現状況の把握が困難な観察・実験・実

技その他の内容について，研究協力校への参観等により，幼児児童生徒が学習に取り

組む様子の観察を通して，また必要に応じてその他の評価方法を組み合わせて，学習

の実現状況を把握する。

（３）研究所は，実践研究の実施に当たって必要と認められる場合には，評価協力者を委

嘱し，協力を得ることができるものとする。

（４）原則として，委嘱期間は１年間とし複数の内容（単元等）について実践研究を行う

ものとする。ただし，実践研究の必要に応じて同一学校に再委嘱することができる。

また，研究協力校の数は年度ごとに予算の範囲内で決定するものとする。

（５）研究所は，実践研究の円滑な実施に資するため，必要に応じて連絡協議会を開催す

ることができる。

３ 成果のとりまとめ及び普及

（１）研究協力校においては，実現状況の把握の参考となる資料を研究所に提供するもの

とする。その際，特にワークシート等の資料については，幼児児童生徒の個人情報等

に十分留意するものとする。

（２）研究所は，本事業の研究成果をとりまとめ，書籍，インターネットその他の媒体に

より公表するほか，それらを国立国会図書館が一般に提供することを許諾することが

できるものとする。

４ その他

研究所は，研究協力校における実践研究への協力に伴う経費は原則として支出しない。

ただし，連絡協議会への出席旅費等，研究所が適当と認める経費については，予算の範

囲内で支出するものとする。

附 則

１ この実施要項は，平成２３年４月１日から施行する。

２ 当分の間，研究協力校は公立の学校を対象とするものとする。ただし，幼稚園につい

てはこの限りではない。
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【幼稚園】

No. 都道府県・指定都市名 研究協力校名

1 幼稚園 東京都 中央区立月島幼稚園

【小学校】

No. 都道府県・指定都市名 研究協力校名

1 埼玉県 草加市立小山小学校

2 さいたま市 さいたま市立岩槻小学校

3 横浜市 横浜市立白幡小学校

4 算数 東京都 中央区立佃島小学校

5 理科 横浜市 横浜市立立野小学校

6 千葉県 船橋市立市場小学校

7 川崎市 川崎市立稲田小学校

8 家庭 横浜市 横浜市立芹が谷南小学校

9 千葉県 香取市立小見川西小学校

10 東京都 江戸川区立南葛西第二小学校

11 神奈川県 座間市立入谷小学校

【中学校】

No. 都道府県・指定都市名 研究協力校名

1 茨城県 稲敷市立東中学校

2 東京都 品川区荏原第一中学校

3 東京都 府中市立府中第二中学校

4 千葉市 千葉市立こてはし台中学校

5 千葉市 千葉市立新宿中学校

6 横浜市 横浜市立東山田中学校

7 音楽 埼玉県 川越市立芳野中学校

8 技術分野 栃木県 佐野市立北中学校

9 家庭分野 埼玉県 深谷市立藤沢中学校

10 外国語 神奈川県 厚木市立厚木中学校

11 特別活動 東京都 練馬区立石神井西中学校

学力把握実践研究協力校一覧

ー　平成２３年度　ー

理科

技術・家庭

教科等

教科等

教科等

外国語活動

国語

音楽
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９ 魅力ある学校づくり調査研究事業
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魅力ある学校づくり調査研究事業実施要項  

 

                           平成２３年４月１日改正  

                                       

１ 趣旨  
家庭教育や地域社会の変化に伴い、学校や地域が直面する児童生徒の生徒指導

上の諸問題はますます多様なものとなっている。こうした中、小学校及び中学校

における不登校児童生徒の人数は、平成１２年度以降毎年１２万人を超えており、

これら児童生徒の将来の社会的自立にとって大きな課題となっている。  
そこで、国立教育政策研究所は、不登校の未然防止を推進するため、都道府県

教育委員会と連携し、児童生徒の豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの

「生きる力」を育成する「魅力ある学校づくり」について調査研究事業を実施し、

各地域におけるすぐれた取組を広く全国の学校や教育委員会等に周知する。  
 
２ 事業の委嘱  
（１）委嘱を受けようとする都道府県教育委員会は、別途定める委嘱希望の様式を、

国立教育政策研究所に提出するものとする。  
（２）国立教育政策研究所は、上記（１）により提出のあった内容を審査し、本事

業の委嘱が適当と認めた場合、別途定める実施計画書の提出を求める。  
（３）国立教育政策研究所は、上記（２）により提出のあった実施計画書が適切で

あると認めた場合、当該都道府県教育委員会に対し調査研究事業を委嘱する。  
 
３ 委嘱期間  
  事業の委嘱は会計年度ごとに行うが、原則として委嘱予定期間は２年間とする。  
 
４ 事業の内容  
  事業の委嘱を受けた都道府県教育委員会は、不登校の未然防止につながる魅力

ある学校づくりの調査研究を実施するため、域内の公立中学校１校（以下「拠点

校」という。）を指定する。拠点校は、校区内の各小学校（以下「連携校」とい

う。）と連携し、学校や地域の実情に応じ（１ )から (５ )のすべての内容を実施す

る。  
（１）不登校を未然に防止し、不登校対応の最終的な目標である児童生徒の将来の

社会的自立を促すため、豊かな人間関係づくり、学習指導の充実、児童会・生

徒会活動の充実、家庭教育との連携など、各学校の創意工夫を生かし、児童生

徒にとっての魅力ある学校づくりを推進する。  
（２）不登校の未然防止につながる小・中連携の効果的な取組方法について調査研

究する。  
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（３）児童生徒の実態を把握し効果的に事業を推進するため、全生徒及び高学年の

全児童を対象とする意識調査を５月ころ及び１２月ころを含め年間２回以上実

施したり、全児童生徒の出席状況をパソコンで記録し統計処理したりするなど、

データの計画的、組織的な収集、分析及び活用について調査研究する。  
（４）不登校の未然防止につながる魅力ある学校づくりの取組の評価方法について

調査研究する。  
（５）魅力ある学校づくりの取組について、都道府県内の研究会等で毎年１回以上

発表し、取組成果の周知を図る。また、調査研究の成果について、研究紀要、

パンフレット、リーフレット等の啓発資料を毎年１種類以上作成し、配布やイ

ンターネットへの掲載等を通じて広報する。  
  
５ 事業の実施方法等  
（１）都道府県教育委員会は、事業を実施するため、域内の公立中学校１校を拠点

校として指定する。  
（２）拠点校の校長は、校長の監督を受け、事業の実施に関する各種調整や事務処

理等を司らせるため、教諭１名を事業担当者として任命する。  
（３）拠点校を設置する市町村教育委員会（以下「当該教育委員会」という。）は、

国立教育政策研究所及び都道府県教育委員会の助言を受けて事業を実施する。  
（４）当該教育委員会は、都道府県教育委員会、当該教育委員会、拠点校及び連携

校からそれぞれ選出された職員、事業担当者、学識経験者並びに地域住民等で

構成する「魅力ある学校づくり調査研究委員会」を設け、魅力ある学校づくり

調査研究事業を推進する。  
（５）国立教育政策研究所は、事業の充実を図るため、年２回の連絡協議会を東京

都で開催する。  
（６）国立教育政策研究所は、事業の充実を図るとともに、取組について広く周知

するため、全国３地区（東部地区、中部地区、西部地区）で各開催地の都道府

県教育委員会と共同し、地区ごとに年１回のブロック協議会を開催する。  
（７）前２項の連絡協議会及びブロック協議会には、都道府県教育委員会の職員、

当該教育委員会の職員、拠点校の事業担当者、連携校の代表者、各１名以上

（合計４名以上）が、毎回必ず参加することとする。  
（８）国立教育政策研究所は、各年度のブロック協議会開催地の都道府県教育委員

会職員各２名の合計６名及び国立教育政策研究所生徒指導研究センター職員で

構成する「ブロック協議会開催委員会」を年度ごとに設け、年１回の会議を東

京都で行い、ブロック協議会及び魅力ある学校づくり調査研究事業の効果的な

実施について協議する。  
（９）国立教育政策研究所は、全国の学校や教育委員会等における生徒指導の充実

に役立てるため、調査研究の取組状況をインターネット上に公開するなど、事

業の広報に努める。  
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６ 事業報告書等の提出  
   委嘱を受けた都道府県教育委員会は、別途定める実績報告書及び収支精算書を

作成し、各年度の事業終了後３０日を経過した日又は３月２４日のいずれか早い

期日までに、国立教育政策研究所に提出するものとする。  
 
７ 事業に要する経費  
 (１ ) 国立教育政策研究所は、予算の範囲内で、年度ごとに事業に必要な所要額を

都道府県教育委員会等からの請求に基づいて支払うものとする。  
 (２ ) 委嘱金の支払いの対象となる経費及び各経費項目への配分額は、実施計画書

のとおりとするが、変更する必要が生じた場合はあらかじめ国立教育政策研究

所に報告し、その指示を受けるものとする。ただし、実施計画書の各経費項目

における配分額の変更増減が、委嘱金額の総額の２０％以内の場合には、この

限りでない。  
（３）委嘱経費の収入及び支出に当たっては、他の経費と区分して適当な帳簿を用

い整理し、使途を明らかにしておくものとする。  
 
８ その他  
  国立教育政策研究所は、必要に応じて、事業の実施状況及び経費の処理状況に

ついて実態調査を行う。  
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No. 指定地域市町村名

1 北海道教育委員会 　　　　標津町

2 岩手県教育委員会 　　　　花巻市

3 秋田県教育委員会 　　　　潟上市

4 山形県教育委員会 　　　　新庄市

5 茨城県教育委員会 　　　　潮来市

6 栃木県教育委員会 　　　　さくら市

7 群馬県教育委員会 　　　　高崎市

8 千葉県教育委員会 　　　　八街市

9 神奈川県教育委員会 　　　　小田原市

10 新潟県教育委員会 　　　　聖籠町

11 石川県教育委員会 　　　　津幡町

12 福井県教育委員会 　　　　越前市

13 岐阜県教育委員会 　　　　下呂市

14 愛知県教育委員会 　　　　蒲郡市

15 滋賀県教育委員会 　　　　東近江市

16 京都府教育委員会 　　　　長岡京市

17 兵庫県教育委員会 　　　　伊丹市

18 奈良県教育委員会 　　　　大和高田市

19 和歌山県教育委員会 　　　　広川町

20 鳥取県教育委員会 　　　　鳥取市

21 島根県教育委員会 　　　　隠岐の島町

22 岡山県教育委員会 　　　　岡山市

23 香川県教育委員会 　　　　高松市

24 愛媛県教育委員会 　　　　松山市

25 高知県教育委員会 　　　　須崎市

26 福岡県教育委員会 　　　　大牟田市

27 大分県教育委員会 　　　　中津市

28 宮崎県教育委員会 　　　　延岡市

29 鹿児島県教育委員会 　　　　姶良市

30 沖縄県教育委員会 　　　　西原町

　城　戸　　　茂　　　国立教育政策研究所生徒指導研究センター総括研究官

　滝 　　　 　充　　　国立教育政策研究所生徒指導研究センター総括研究官

　藤　平　　　敦　　　国立教育政策研究所生徒指導研究センター総括研究官

平成２３年度魅力ある学校づくり調査研究事業　指定地域一覧

委嘱先教育委員会名

担　当　官
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事 業 別 連 絡 先

【教育課程研究センター関係】

○教育課程研究指定校事業

○学習評価に関する研究指定校事業

○地域等の課題に応じた教育課程研究事業

「小・中連携教育実践研究」

○地域等の課題に応じた教育課程研究事業

「へき地教育実践研究」

○地域等の課題に応じた教育課程研究事業

「幼・小連携教育実践研究」

○地域等の課題に応じた教育課程研究事業

「伝統文化教育実践研究」

国立教育政策研究所教育課程研究センター（研究開発部研究開発課指導係）

電 話 ０３－６７３３－６８２４，６８２５

ＦＡＸ ０３－６７３３－６９７８

e-mail shidoukk@nier.go.jp

○学習指導実践研究協力校事業

○学力把握実践研究協力校事業

国立教育政策研究所教育課程研究センター（研究開発部研究開発課企画係）

電 話 ０３－６７３３－６８２２

ＦＡＸ ０３－６７３３－６９７８

e-mail tokutei@nier.go.jp

【生徒指導研究センター関係】

○魅力ある学校づくり調査研究事業

国立教育政策研究所生徒指導研究センター（企画課）

電 話 ０３－６７３３－６８８０

ＦＡＸ ０３－６７３３－６９６７

e-mail scenter@nier.go.jp
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教育課程研究センター・生徒指導研究センター

関係指定校等事業便覧（平成２３年度）

平成２３年７月

国立教育政策研究所

教育課程研究センター

生徒指導研究センター

〒 100-8951 東京都千代田区霞が関３丁目２番２号

URL http://www.nier.go.jp/index.html



 




